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本助成事業による研究について､次のとおり報告します。 

１．研究課題名 

RFID タグを用いた微少腫瘍位置特定システムの実証研究 

（英文名） 

Feasible study of the small cancer locating system using RFID micro-tag. 

２．研究実施期間 

平成 24 年４月１日～平成 25年３月３１日 

３．助成金額           1,000,000円 

４．研究の目的 

日本人の死因の３分の１を占めるがんの治癒率向上および効果的ながん治療のためには、小さな

病巣のうちに発見し切除することが肝要である。画像診断技術の向上に伴い早期発見は可能とな

っているが、小さな病変を手術時に同定し、確実に切除することは非常に困難な課題である。 

 

日本呼吸器外科学会の統計に基づくと、内視鏡下に切除が困難な微小肺癌は年間 2,000から 3,000

に及ぶと概算され、さらに乳腺外科学会の統計によれば化学療法により縮小した結果切除困難と

なる症例を含め微小乳癌は年間 20,000例を超えると概算される。 

また、消化器がんでは胃切除 50,000例のうち、亜全摘で切除線を決定するのに 20から 30％の症

例で必要になると概算される。 

 

この課題に対して我々は、近距離無線通信用に広く普及している RFID技術に着目し、より的確か

つ低侵襲に病変部位を示すマーキングシステムを開発中である。 

RFID(Radio Frequency IDentification)タグ、給電アンテナ・解析システムを開発することによ

り、微小がんの正確かつ低侵襲な切除を可能にすることを目的とする、医工学連携による低侵襲

治療や患者の QOL 向上に資する開発案件である 

 

具体的には、術前に超小型 RFID タグ（下図 A）で病変を標識し、術中にそのタグを受信アンテナ

によって探索する方式を採用している（下図 B）。基礎開発は終了しており、本研究助成を利用し

て動物（犬）をもちいた実証実験をおこなった。 
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Canine lung 

５．研究概要報告 

コラーゲンおよび色素を疑似病変としてビーグル犬肺へ留置後、気管支鏡下に直径 1 ㎜の極小

RFIDタグを経気管支的に標的病変近傍へ留置した。留置後胸腔鏡手術器具により胸腔内の観察を

行った（下図胸腔内所見）。 胸腔内へ Locating probe（LP）を挿入。LPの先端部がマイクロ RFID

タグに近づくとプロセッサーから音が発せられ、肺内のマイクロ RFIDタグの局在を術者は判断す

ることができる。10 か所の留置を行った実験では RFID が一つ気管内へ脱落した例を除き、すべ

て短時間に（平均 27秒）位置を特定できた。また自動縫合器を用いて切除したのち、標的病変と

はすべて切除範囲内に収まっており、平均 11㎜のマージンを確保して切除することができた。（下

表）。本研究助成により、我々の提案してきた RFID を用いた微小病変の標識法をもちいて微小肺

癌を安全かつ確実に切除できることが実証された。 

 

胸腔内所見：Canine lung: 虚脱した犬肺 LP: Locating probe; アンテナ ES: Endostapler; 内

視鏡手術用自動縫合器 

 
 

Primary endpoint       
  Successful tag detection*   9 / 10   
  Successful wedge resection* 

 
9 / 10 

 
Secondary measures     Median 
  Time required for marking (minutes)   5 - 34 11 
  Distance from the lesion to the tag (mm) 

 
0 - 6.5 2.1 

  Time required for tag detection (sec)** 
 

10 - 105 27 
  Surgical margin (mm)** 

 
8 - 12 11 

* One failure was due to dislocation of the tag.       
** n=9 

   



  

６．研究成果の発表について 
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注： 

(1)  研究成果を学会誌等で発表する場合には､独立行政法人日本学術振興会藤田記念医学研究振

興基金研究助成事業による助成を受けた旨を必ず明記して下さい。 

また､その別刷り２部を「研究概要報告書」と共に必ず提出して下さい。 

(2)  本基金の助成に係る代表的な論文､口頭発表及び著書にはタイトルの前に○を付けて下さい。 

 

 


